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タイと周辺国人材の集団行動特性と個別分布の違い 

～内田クレペリン検査から考える適材適所～ 

 

2016年6月21日 

日本商工会議所 金融保険部会 
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作 業 検 査 法 の メ カ ニ ズ ム 

 「ウサギとカメ」からわかること。 

 競争という「作業」のプロセスが、ウサギ
とカメの違いを明らかにする。 

 作業のこなし方（プロセス）に、「～らしさ」
があらわれる。 

 自己認知をベースとしない。 

 文化、宗教的な価値観などによるバ
イアスが少ない。 
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内田クレペ リン検査の作業モデル 

 精神的作業の「モデル」としての一桁の足し算。 

 文化や世代間の影響を受けにくい作業モデル。 

60秒で改行 

１５分 

１５分 

５分休憩 
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作 業 モ デ ル の 生 理 的 根 拠 
脳 が 活 性 化 し た 状 態 を 擬 似 的 に 作 り 出 す 

川島隆太・著『自分の脳を自分で育てる』（くもん出版）より 
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内 田 ク レ ペ リ ン 検 査 の 結 果 
作 業 負 荷 へ の 反 応 が 可 視 化 さ れ る 

【三つのポイント】 

 作業量： 足し算のできた量 

 作業曲線： 一分後との作業を結んだ折れ線グラフ 

 誤答： 答えの間違い （※）但し、出現頻度は高くない 

グラフの動きから判断
するという点では、
ちょっと似ているかもし
れません。 
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同 一 人 の 作 業 曲 線 の 変 化 

19歳 28歳 38歳 9歳 



日 本 国 内 で の 利 用 状 況 ① 
鉄 道 業 界 に お け る 安 全 管 理 
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 鉄道運転免許の取得要件に指定。 

 「動力車操縦者運転免許に関する省令」（国土交通省） 

 第三章 第八条の三（適性検査）において指定 

 

 内田クレペリン検査と鉄道事故の相関に基づき、統計的な
活用（個人の弁別ではなく、集団単位で事故の発生確率を
コントロールすることが目的≒保険の考え方）。 

 運転士だけでなく、駅員や工事事業者へも安全基準を拡
大する傾向。日本鉄道の安全神話の一旦。 

 海外への鉄道技術（HRMも含む）の輸出。 

 



日 本 国 内 で の 利 用 状 況 ② 
一 般 企 業 に お け る 採 用 選 抜 

Copyright：Nisseiken,Inc. 2016 8 

 製造 

本田技術研究所、富士フィルム、大日本印刷、JFEスチール、 

三菱重工、トヨタ自動車、セイコー・エプソン、ほか 

 卸売・小売、飲食 

三越伊勢丹、すかいらーく、生活共同組合（コープ）ほか 

 金融・保険 

三菱UFJ信託銀行、岡崎信用金庫、中南信用金庫、ほか 

 サービス、その他 

綜合警備保障、アマゾンジャパン・ロジスティクス、ヤマト運輸、 

神奈川中央交通、（実習生受け入れ機関）、ほか 

 

 



 人事委員会 
判定依頼：15,118名 
用紙購入：17,640枚 
講習会参加：15県 
※33都道府県でご利用 
 
 教育委員会 
判定依頼：12,727名 
用紙購入：14,847枚 
講習会参加：2県 
※18都道府県でご利用 
 

 警察本部 
判定依頼：15,839名 
用紙購入：21,333枚 
講習会参加：13府県 
※33都道府県でご利用 
 

日 本 国 内 で の 利 用 状 況 ③ 
官 公 庁 に お け る 採 用 選 抜 
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※2014年度実績による 



日 本 国 内 で の 利 用 状 況 ④ 
教 育 ・ ス ポ ー ツ 現 場 で の 指 導 

 高校を中心に、進路指導や学級アセスメント、生徒
理解の資料として活用。 

 柔道の強化選手への指導など、さまざまなスポー
ツにおいて、選手の個性理解やコンディション作り
の資料として活用。 

 臨床的な視点を重視。 
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日 本 国 内 で の 利 用 状 況 ⑤ 
精 神 医 療 分 野 で の ア セ ス メ ン ト 
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 ストレスチェックの義務化も始まり、社員のメンタルヘルス
に関する企業の責任が問われる時代に。 

 ストレスチェック（一次予防、二次予防）以上に、現場の担
当者が頭を悩ませているのが休職者の職場復帰と再休職
率の問題（三次予防）。 

 内田クレペリン検査を職場復帰の判断資料として使用する
企業やクリニックの増加。 

 医療報酬の点数にも指定されている。 

 「動力車操縦者運転免許に関する省令」（国土交通省） 

 第三章 第八条の三（適性検査）において指定 
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日 本 人 の 年 代 別 
平 均 作 業 曲 線 に よ る 比 較 

 これまでの調査で、内田クレペリン検査を集団

として分析すると、一定の曲線（グラフ）の形に

収れんすることがわかっている。このグラフを

平均作業曲線という（右図）。 

 この性質を利用して、さまざまな集団の傾向を

比較することができる。 

日本人（1987年：12,719名） ＡＶ＝56.7 

日本人（1937年：10,479名） ＡＶ＝37.9 

日本人（2009-13年：128,913名） ＡＶ＝60.3 



平 均 作 業 曲 線 ≒ 定 型 と は 
外 国 人 に も Ｕ Ｋ を 適 用 で き る 可 能 性 

 

・作業曲線の形はひとりひとり異なり、
たくさんのバリエーションを持つが、
集団的にみると、結果に一定のパ
ターンが出てくる。 

 

・そのことを示すのが「平均作業曲
線」の存在であり、それをもとにした
曲線モデルが「健康者常態定型＝
定型」。 

 

・平均作業曲線は、世代や地域を越
えて、かなり普遍的に同様の形を再
現することが確認されている。 

 

→はたしてアジア地域でも再現される
のだろうか・・・・ 

前期はＵ字型、 

Ｖ字型のような曲線 

後期は右下がり、 

途中から横ばい 

前期の作業量に対して、 

後期の作業量が増える 

Copyright：Nisseiken,Inc. 2016 13 



Copyright：Nisseiken,Inc. 2016 14 14 14 

東 南 ア ジ ア 諸 国 
国 別 の 比 較 

ベトナム人（511名） ＡＶ＝46.0 

タイ人（675名） ＡＶ＝43.1 

ミャンマー人（388名） ＡＶ＝40.6 

 国や文化が異なっても、平均作業曲線の骨組み（基

本傾向）が再現される。 

 ただし、平均作業量や曲線の部分的な特徴には、

各国の「お国柄」とも呼べるものがみてとれる。 

 日本から進出する企業が、各国における生産性を

予測する参考資料としての活用可能性。 

日本人（2009-13年：128,913名） ＡＶ＝60.3 
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タ イ 人 の 特 徴 
国 別 の 比 較 

タイ人 上位20％（135名）  ＡＶ＝62.3 

タイ人 全体 （675名）    ＡＶ＝43.1 

タイ人 下位20％（135名）  ＡＶ＝25.7 

 平均作業量はベトナム人とミャンマー人のあいだ。 

 作業曲線は他の二国と比較して、やや狭い（初頭が

出ない、上下の変動が少ない）印象。 

 ただし、タイ人のなかでも作業量のばらつきがある。 

 作業量上位20％で抽出すると、ほぼ日本人の平均

作業曲線と重なる。 

日本人（2009-13年：128,913名） ＡＶ＝60.3 
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ベ ト ナ ム 人 の 特 徴 
国 別 の 比 較 

ベトナム人 上位20％（102名）  ＡＶ＝61.6 

ベトナム人 全体 （511名）    ＡＶ＝46.0 

ベトナム人 下位20％（102名）  ＡＶ＝29.8 

 平均作業量はタイ、ミャンマーと比べやや高い。 

 作業曲線は初頭部分（取り掛かり）が出るのが特徴

で、過去のデータから中国の曲線に似ている。 

 ただし、ハノイとホーチミンで傾向が異なる印象もあ

り、今後の調査が必要。 

日本人（2009-13年：128,913名） ＡＶ＝60.3 
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ミ ャ ン マ ー 人 の 特 徴 
国 別 の 比 較 

ミャンマー人 上位20％（78名）  ＡＶ＝58.4 

ミャンマー人 全体 （388名）   ＡＶ＝40.6 

ミャンマー人 下位20％（78名）  ＡＶ＝25.0 

 平均作業量は今回の比較国ではいちばん低い。 

 作業曲線の傾向は日本人と似ている印象。全体に

タイほど狭くなく、ベトナムほど初頭が出ない。 

日本人（2009-13年：128,913名） ＡＶ＝60.3 
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東 南 ア ジ ア で 検 査 を 使 う た め に 
Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ ス ケ ー ル の 開 発 
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ＪＡＰＡＮ（N=128,913） ＡＳＥＡＮ（N=1006） 

61.5 （非常に高い） 

48.8 （高い） 

36.1 （平均的な水準） 

23.4 （低い） 

（全体の6.7％） 81.3 

（全体の24.2％） 67.3 

（全体の38.2％） 53.3 

（全体の24.2％） 39.3 

（非常に低い） 

（全体の 6.7％）  

ASEANスケールの構成 
 

 タイ：     417人（41.4%） 
 ベトナム：  123名（12.2%） 
 ミャンマー： 388名（38.6%） 
 フィリピン：  60名（ 6.0%） 
 インドネシア：18名（ 1.8%） 

 



作 業 量 は 何 を 意 味 し て い る か 
知 能 検 査 と の 相 関 （ 参 考 ） 

70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130 135 140 

75 1 1 1 

70 1 2 

65 3 2 2 2 

60 2 1 1 

55 2 2 2 5 3 

50 1 2 1 5 2 2 2 1 

45 1 3 5 4 1 

40 1 1 2 2 

35 1 1 1 3 

30 1 3 1 1 1 

25 2 

20 1 1 

15 2 

IQ（京大ＮＸ知能検査） 

平
均
作
業
量 

中学三年生 ８８名 

相関係数 0.706 
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東 南 ア ジ ア で 検 査 を 使 う た め に 
Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ ス ケ ー ル の 開 発 
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※イメージはASEANモデルではなく、日本人のモデルです。 

PF：3.4 PF：25.9 PF：38.8 
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東 南 ア ジ ア で 検 査 を 使 う た め に 
Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ ス ケ ー ル の 開 発 

AV=75 AV=60 AV=45 AV=30 



ク ラ ウ ド を 利 用 し た 判 定 
Ｊ Ａ Ｐ Ａ Ｎ ス ケ ー ル に よ る 集 団 分 布 
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全体の80％が「非常に

水準が低い」レベルに
分布してしまい、弁別
力が低い。 

※ミャンマーの日系企業での事例 



ク ラ ウ ド を 利 用 し た 判 定 
Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ ス ケ ー ル に よ る 集 団 分 布 
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作業量の分布範囲が
広がり（約75％）、弁別
力が高まる。 

※ミャンマーの日系企業での事例 



ク ラ ウ ド を 利 用 し た 判 定 
Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ ス ケ ー ル に よ る 個 人 評 価 
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※ミャンマーの日系企業での事例 

個人票をクローズアッ
プすることで個人の特
性を知ることができる。 

個人の特性にあった配
置や教育によって、集
団としてのパフォーマ
ンスをあげていくことが
できる。 


